





























The social capital of the ‘Shitamachi Bobsleigh Network Project’
Consideration from industry, academia and government cooperation case 
in Ota-ku,Tokyo
Shizuoka University. Graduade school Association professor
Mutsumi Okuyama
Abstract
　This study focuses on how medium to small 
manufacturers can succeed in creating a new 
line of business that can revitalize a local 
economy. I will use the example of an area in 
Tokyo called Ota-ku, which is representative of 
a typical industrial cluster of medium to small 
manufacturers in Japan, and describe the history 
of a project entitled ‘Shitamachi Bobsleigh 
Network Project’ from its inception.
　From th is  s tudy ,  I  have observed the 
importance of social capital for the healthy 
development of a project that can lead to a cycle 
of continuous innovation, and thus contribute 
positively to the community.
Keyword: Sh i tamachi  Bobs le igh Network 
Project, Ota-ku, small and medium 
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　同プロジェクトの発祥は 2011 年 9 月 5 日に遡る。公
益財団法人大田区産業振興協会の小杉聡史というひとり









































（株式会社マテリアル 代表取締役　2012 年 1 月 31 日～
2014 年 5 月 31 日まで任期）もボブスレーのソリを見た
ことも触ったこともなかった。それでも小杉も細貝も
「できる」と信じて同プロジェクトはスタートした。











　協力者は徐々に増え、2014 年 4 月末現在で、部品加
工の協力企業は 60 社、協力者は個人も含め、町工場以
外の異業種へも拡大しており、計 110 社を超える。
　町工場の現状を打破し、未来を見据えて 30 代～ 40 代
の 2 代目、3 代目の経営者が中核メンバーとなっている
のが大きな特徴である。
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地域イノベーション第 7 号 − 70 −
は、納期は 10 日、加工費は無償という条件だった。 
　その後ソチ五輪に向けた男子 2 号機・3 号機の製作を




外で共感を広げた。その結果、2014 年 4 月末現在、地
域内外の寄付金は 1200 万円を越える。 
　2 つ目は、競技スポーツとして結果を出しつつある、
ということである。 




　また、2013 年 3 月、ノースアメリカカップ第 8 戦と
第 9 戦に男子 2 人乗りに日本から初めて出場し、両日と
も 7 位となった（出場国は 1 日目が 11 カ国 20 チーム・















　また、オーストリアのインスブルックで 2014 年 2 月
27 日～ 3 月 1 日に開催された第 34 回シニアヨーロッパ
カップに日本から初めて出場し、脇田寿夫・大石博暁












ジェクトが母体となり 2014 年 6 月に「東京都ボブスレー
















写真 1　2012 年 12 月全日本選手権で優勝した下
町ボブスレー 1 号機
写真提供：下町ボブスレーネットワークプロジェクト
写真 2　2014 年 5 月、プッシュボブスレーを使用
した練習
06_奥山_vol7_P67-82.indd   70 15/03/24   12:51
Hosei University Repository
「下町ボブスレーネットワークプロジェクト」 にみるソーシャル・キャピタル





















　2013 年 5 月に松屋銀座で開催された第 1 回の展示会
では、5 万人を動員した。続く第 2 回の大田区山王での
































から無作為で行い、2014 年 3 月 11 日から 4 月 21 日に
かけて 12 人に実施した。対象者の属性は次の通りであ
る（表 1）。
　対象者の性別は「男性」が 11 人、「女性」は 1 人であ
る。年齢は「30 才～ 34 才」が 2 人、「35 才～ 39 才」が
3 人、「40 才～ 44 才」が 2 人、「45 才～ 49 才」が 3 人、
「55 才～ 59 才」が 1 人、「70 才～ 74 才」が 1 人である。
また、「創業者」が 2 人、「2 代目」が 6 人（2 人）、「3






コラボレーション展（2013 年 7 月 12 日～ 14 日）
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番号 属性 年代 創業年 事業承継年 従業員数 代 主要業務
1 男 30-34 1947 2013 40 3 材料試験片の製作
2 男 35-39 1953 未定 10 次期 4 鉄道ダンパー部品、特殊土木部品の製作
3 男 30-34 1948 未定 4 次期 3 丸物旋盤加工、工作機械加工
4 男 40-44 1974 2007 11 2 自動車関連専用、検査用治具の製作
5 男 35-39 1968 2009 63 2 電子制御機器の設計製造
6 男 55-59 1956 1993 46 2 金属熱処理加工
7 女 35-39 1980 4-5 年後 10 次期 2 プラスティック精密加工
8 男 40-44 1990 未定 3 次期 2 機械部品・金属部品切削加工
9 男 70-74 1943 1985 58 2 ガス・水道用具類の開発・製造
10 男 45-49 1953 2007 80 6 ネジの製造
11 男 45-49 1992 1992 29 初 アルミ・非鉄金属設計加工
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　第 31 概念は「成長し継続する 100 年企業を目指した
い」という意見だった。
表 4　抽出された概念結果
　 番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計
カテゴリ 性別 男 男 男 男 男 男 女 男 男 男 男 男
Ⅰ
第 1 概念 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
第 2 概念 ○ ○ ○ 3
第 3 概念 ○ 1
第 4 概念 ○ 1
第 5 概念 ○ ○ ○ 3
第 6 概念 ○ ○ ○ ○ ○ 5
第 7 概念 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
Ⅱ
第 8 概念 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
第 9 概念 ○ ○ ○ ○ ○ 5
第 10 概念 ○ ○ 2
Ⅲ
第 11 概念 ○ 1
第 12 概念 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
第 13 概念 ○ 1
第 14 概念 ○ 1
第 15 概念 ○ ○ ○ 3
Ⅳ
第 16 概念 ○ ○ ○ 3
第 17 概念 ○ ○ ○ ○ ○ 5
第 18 概念 ○ ○ 2
第 19 概念 ○ ○ 2
第 20 概念 ○ 1
第 21 概念 ○ ○ 2
第 22 概念 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
第 23 概念 ○ 1
Ⅴ
第 24 概念 ○ 1
第 25 概念 ○ ○ 2
第 26 概念 ○ 1
第 27 概念 ○ ○ 2
第 28 概念 ○ 1
第 29 概念 ○ 1
第 30 概念 ○ ○ 2
第 31 概念 ○ 1
　 合計 6 6 8 10 9 9 9 10 8 12 9 8 209
出所：2014　筆者作成。
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　2012 年 2 月時点）の集計結果によると、企業数は約
421 万社あり、このうち中小企業（資本金 3 億円以下、
従業員数 300 人以下）は、約 420 万社で、企業数の 99・
7％を占める（図 3）。このうち、小規模企業（製造業 20









図 3　日本の企業数（単位：万社） 図 4　日本の従業者数（単位：万人）
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a. 工場数は 1,748 工場
b. 製造品出荷額等は 4,730 億 3,499 万円
c. 従業者数は 2 万 5,314 人
d. 従業者規模別にみると、「４～９人」が 5,873 人（構成
比 23.2％）で最も多く、次いで「10 ～ 19 人」5,769 人
（同 22.8%）、「20 人～ 29 人」3,815 人（同 15.1％）の
順となっている。
e.「生産用機械器具製造業」が 652 億 3,025 万円（構成
比 13.8％）で最も多く、次いで「金属製品製造業」
589 億 7,709 万円（同 12.5％）、「電気機械器具製造業」
416 億 4,532 万円（同 8.8％）の順となっている。この
３産業で大田区全体の 35.1％を占めている。
　大田区中小製造業の推移をみると、1983 年に 5,120
あった工場数が、2003 年には 2,515 にまで半減しており、
従業者数は 1983 年に 86,597 人だったのが、2001 年に




表 5　大田区の工場数、従業者数および製造品出荷額等の推移　（従業者 4 人以上）
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　2007 年 5 月、独立行政法人新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）から委託を受けて、小型衛星
PETSAT の開発に着手。2008 年 8 月、「まいど 1 号」が
完成した。
　その後、2009 年 1 月に打ち上げは成功したが、2009
















だった JAXA の東大阪事務所が 2015 年 3 月までに閉鎖
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ガラス球深海カメラ」の提案を受け、2011 年 1 月にプ
ロジェクトがスタートした。同年 4 月に江戸っ子 1 号プ
ロジェクト推進委員会が発足した。同年 8 月にはソニー
のエンジニア有志が参加した。
　そして 2011 年 9 月には、海洋研究開発機構の実用化
展開促進プログラムに採用された。その後数々の実験を
繰り返す。
　2013 年 11 月には、日本海溝での超深海潜行実験に成
功した。深度 7800m 地点 2 か所でそれぞれ 1 機、深度
4000m 地点 1 か所で 1 機、合計 3 機を投下した。それぞ
れ 5 ～ 30 時間程度の海底滞在中に、5 ～ 30 時間のフル








































してみる。2012 年 1 月にプロジェクトが正式に発足し、
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Journal for Regional Policy Studies− 79 −
信頼性の向上である。この点に関して、公益財団法人大
田区産業振興協会が「下町ボブスレー経済波及効果調
査」（平成 24 年 5 月から 26 年 3 月末）を行ったところ、
記事・番組の掲載・放送は合計で約 1,500 回（マスコミ
4 媒体とウェブ配信）、広告に換算した経済効果は約 10




















　既に試作 1 号機は大手メーカーとの協業で行い、2 号
機はナイトペイジャーの舵取りによって量産を目的とし
て、クラウドファンディングで資金調達を行った。その










表 6　下町ボブスレーのメディアによる紹介（平成 24 年 5 月から 26 年 3 月末）
メディア 露出量 広告費換算
テレビ
798 回 91 時間超
（801 回約 94 時間）円
約 6 億 3,370 万
（約 7 億 7,098 万円）
合計
約 10 億 7,484 万円
（約 14 億 3,877 万円）
ラジオ 24 回 2 時間 約 3,264 万円
新聞 218 回紙面約 25 枚分 約 3 億 7,373 万円
雑誌
15 回誌面 37 ページ分
（31 回 382 ページ分）
約 3,477 万円
（約 2 億 6,142 万円）
Web 配信 402 件 －
出所：公益財団法人大田区産業振興協会（2014）。
＊カッコ内はフィクションであるドラマ、マンガを含めた場合
＊テレビ放送の 798 回のうち、770 回は大田ケーブル
写真提供：（株）ナイトペイジャー
写真 4　キックスケーター風バイク「nbike」
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